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問９  図のように，5 の抵抗，200 mH のインダクタンスをもつコイル，20 F の

静電容量をもつコンデンサを直列に接続した回路に周波数 f [Hz]の正弦波交流電

圧 E [V]を加えた。周波数 f を回路に流れる電流が最大となるように変化させた

とき，コイルの両端の電圧の大きさは抵抗の両端の電圧の大きさの何倍か。最も

近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。  
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問 10 図の回路において，スイッチ S が開いているとき，静電容量 C1＝4 mF のコン

デンサには電荷 Q1＝0.3 C が蓄積されており，静電容量 C2＝2 mF のコンデンサの

電荷は Q2＝0 C である。この状態でスイッチ S を閉じて，それから時間が十分に

経過して過渡現象が終了した。この間に抵抗 R[ ]で消費された電気エネルギー

[ J]の値として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 
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